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WEBで過去の
記事も読める !新しい病気や治療法など、

医療は分からないことだらけ！
知っておきたい医療の新常識を
教えてもらいましょう！

てんかんは、脳神経の病気のなかでも有病率が高く、約100人
に1人が発症する「身近な病気（コモンディジーズ）」です。これ
までは小児や青年期に発症する病気と考えられていましたが、
近年では高齢者にも新たに発症するケースが増えています。
神戸大学医学部附属病院の永瀬裕朗先生に詳しく伺いました。

今月の
テーマ

意外と知られていない
「てんかん」の基礎知識

Q 「てんかん」とはどんな病気？
てんかんは、脳の神経細胞が過剰に興奮したり、一斉に同じ
活動（同期）をしたりすることで、脳波に一時的な異常が起こ
り、「てんかん発作」がくり返される病気です。異常が起こる部
位により症状は異なり、脳全体が関与する「全般発作」では、
全身がけいれんし、意識を失うことがあります。脳の一部だけ
が関与する「焦点発作」では、例えば、後頭部の視覚野で異常
が起こると視え方がおかしくなり、左手を動かす部位に異常が
ある場合は左手がけいれんします。また、数秒間ぼーっとする、
ピクっとするなど軽微な部分発作もあり、長い間病気に気付
かれないこともあります。

Q 原因と治療法を教えて!
原因は様 で々、元々の体質や遺伝など先天性のこともあれば、
脳卒中やケガによる脳の損傷や、過剰な免疫反応による炎症
が原因になることもあります。治療法は、脳に腫瘍などの明らか
な病変がある場合は取り除く手術を検討しますが、そうでない
場合、まずは抗発作薬で発作を減らすことを試みます。しかし、
薬の服用では、約3割の患者さんは発作を完全に抑えられない
ため、外科治療もふまえた治療方針を検討します。身体が飢
餓状態になると発作が減ることがあり、糖質を制限して脂質を
多く摂る「ケトン食療法」という食事療法が有効な場合もあり
ます。

Q 身近な人に発作が起こったらどうする？
全身けいれんを起こして意識を失っても、命にかかわることは少
なく、秒単位で急ぐ必要はありません。嘔吐することが多いので、
患者さんの顔を身体ごと横向きにし、吐いたものを飲み込ませ
ないようにしてください。スマートフォンなどで発作の様子を動
画撮影しておくと診断に役立ちます。発作が5分以上続く場合
は救急車を呼んでください。ぼーっとする、ピクっとするなどの
軽微な発作の場合も、くり返す
ようであれば早期の診断と治療
が必要です。子どもさんは小児
科、大人の方は脳神経内科や脳
神経外科を受診してください。

Q 周りの人が心掛けることは？
てんかんは、医療面だけでなく社会的な理解も必要な病気で
す。てんかん発作に対する偏見や過剰な心配から日常生活を
制限し過ぎないよう、医師や保育園、幼稚園、学校、職場など
と連携を図ることが大切です。発作の起こり方は個人差が大
きいため、一律に制限を設けるのではなく、状況や発作の頻度
に応じた柔軟な対応が求められます。てんかんをもっていても、
スポーツを楽しんだり、問題なく働けたりする人は多く、その人
ができることを尊重する姿勢をできる限り心掛けてください。て
んかん治療には「バイオ（生物学的）」「サイコ（心理的）」「ソー
シャル（社会的）」の三つの視点が必要です。病気の症状だけ
でなく、患者さんの心理面や社会的な環境まで考慮し、より良
い生活を送れるよう支援することが社会全体の役割です。
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2025年4月12日（土）、阪神電気鉄道は開業から120年を迎えます。グループ会社とともに、お客さま一人ひと
りの“たいせつ”に向き合い歩んできた120年を、懐かしい写真を交えて振り返ります。

HANSHIN HISTORY

阪神電車とグループ120年のあゆみ

大型車両の導入やビル賃貸事業など、
戦災からの復興と事業の多角化を推進

1945（昭和20）年～1964（昭和39）年第 3回

現在、駅構内のポス
ター・サイネージや「“た
いせつ”がギュッと。」
ラッピングトレインで、
ポスター企画「阪神“た
いせつ”ストーリー」を
展開中！ぜひチェック
してください。

★阪神電気鉄道Webサイトでも
 「阪神“たいせつ”ストーリー」を
　ご覧いただけます。
https://www.hanshin.co.jp/taisetsu/

CHECK!

戦争と、それに続く火災や風水害により、1945年10月末の可動車
両はわずか55両となりましたが、同年12月には他社に先駆けて急行
運転を再開。1947年には急行の5両運転も再開するなど、車両復
旧による輸送力の回復に懸命の努力がなされました。1954年には
阪神電気鉄道初の大型車両3011形を新造し、梅田－三宮間をノ

ンストップ25分で結ぶ特急を運
行。1958年には加減速性能に
優れた「ジェット・カー」と呼ばれ
る普通用車両5001形（初代）を
導入しました。また、戦後直後か
ら計画されていた難波延長線
は、1964年に第1期の千鳥橋
－西九条間が開通しました。

輸送力の回復と需要獲得

阪神直営・グループ会社による経営を合わせて、バス事業にも積極
的に進出し、次 と々路線を延長。1964年には大阪国際空港－梅
田・三宮間で、空港連絡バスの運行も開始しました。

中断していた甲子園球場の全国中等学校優勝野球大会は、関係
者の働きかけでグラウンドなどが接収解除となり、1947年3月に再開
されました。1950年、球場隣接地に再建された甲子園阪神パーク
は、本格的な遊園地として関西一円の子どもたちの人気の的に。
1959年には雄ヒョウと雌ライオンの間に2頭、1961年には3頭の｢レ
オポン｣が誕生し、マスコット的存在として多くの方に親しまれました。

阪神航空と阪神百貨店が誕生。
ビル賃貸事業へも進出

甲子園阪神パークの人気者「レオポン」

1947.1 .10 甲子園球場の一部接収解除

1948.11.1 航空代理店営業開始

阪神電気鉄道が阪神国道自動車の営業を譲受

1950.4 .25 甲子園阪神パークが球場隣接地で営業再開

1951.11.1 阪神マートが阪神百貨店に改称

1954.9 .15 梅田～元町間特急運転開始（梅田～三宮間ノンストップ25分）

1959.11.3 レオポン2頭誕生

1961.11.22 阪神本線野田高架線開通

1963.6 .27 大阪神ビル完成

1964.1.22 六甲山人工スキー場（現・六甲山スノーパーク）開設

 　     5.21 西大阪線千鳥橋～西九条営業開始

　　  3.18 空港連絡バス大阪国際空港～梅田・三宮営業開始

1954年に登場した大型車両3011形

年　表

1949.11.17

終戦で日本企業による航空事業が禁じられ、1947年に外国航空会
社の乗り入れが始まると、GHQにより阪急、近鉄、西日本鉄道、日

六甲山は、1949年に六甲高山植物園や六
甲山カンツリーハウスが営業を再開すると
手軽な避暑地として行楽客が増加し、大衆
の山へと変貌していきます。1956年の国立
公園編入により、事業は観光の側面を一層
強め、「回る十国展望台」や「六甲山人工
スキー場」などを相次いで整備しました。

甲子園阪神パークに誕生した
2頭のレオポン

神戸大学医学部附属病院　  阪神電車
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沿線の健康に関わる
情報をご紹介

●神戸大学医学部附属病院 高速神戸駅▶徒歩約15分　https://www.hosp.kobe-u.ac.jp/ ※このコラムは、神戸大学医学部附属病院と兵庫医科大学の先生に隔月でお話を伺います。

阪神電車と兵庫医科大学が共同でお届けする「阪神沿線健康講座」を開催 !

お問合せ●クリエートにしのみや
（㈱ウェルビーイング阪急阪神 運営）
※「阪神沿線健康講座の件で」とお伝えください。

☎0798-81-3888（10:00～17:00）■火曜休

お申込みは
こちらから参加費無料

要事前申込み
（先着順。定員に達し次第、受付終了）息切れは年齢のせいだと

諦めていませんか？

10:30～12:00（受付時間10:00～）第42回
• 2025/2/22（土）

もの忘れが始まったかも・・・
～そんな時こそ正しい知識を身につけ、
今できる事を考えましょう～

10:30～12:00（受付時間10:00～）第43回
• 2025/3/8（土）

［講師］兵庫医科大学病院 循環器内科　閔 庚徳
［会場］兵庫医科大学 平成記念会館
　　　（武庫川駅西改札口▶徒歩約3分）

［講師］兵庫医科大学病院 認知症疾患医療センター
　　　宇和 典子

［会場］大阪梅田ツインタワーズ・サウス11階梅田サウス
 　　  カンファレンスルーム（大阪梅田駅東口改札▶下車すぐ）

HIV感染症
～知っておいてほしいメッセージ～

13:30～15:00（受付時間13:00～）第44回

［講師］兵庫医科大学病院 血液内科
　　　澤田 暁宏

申込締切 2/19（水）17:00 申込締切 3/5（水）17:00

神戸大学医学部附属病院 小児神経学・発達行動小児科学部門　

特命教授 永瀬 裕朗先生

教えてくれた先生はコチラ

小児のてんかんや発達障害を中心に診療。小児
が成人期に移行するまで、長期的な視点での治療
やサポートを行う。

てんかんは正しい診断と治療で、発作をコントロール
しながら日常生活を送ることができる病気です。治療
法は個々に異なるため、専門医に相談してください。

本通運とともに代理店に
ふさわしい企業に選ばれ、
1948年に「阪神航空」が
航空貨物代理店の営業
を開始しました。1951年に
は国内線を開設した日本

航空と代理店契約を結び、業務渡航の市場開拓に努めるとともに、
国内航空券や海外旅行の販売を行いました。
1940年に大阪駅前の地下で開業した阪神マートは、戦後、相次い
で売場を拡張。1951年に店名を「阪神百貨店」と改めると、斬新な
売場構成をとる百貨店として順調に発展し、1963年には入居する
大阪神ビルが完成しました。
1953年には焼け跡で残っていた旧梅田停留場に9階建ての新阪
神ビルを建設し、ビル賃貸事業に進出。「春風を切る白亜」のビル
は、浪速っ子の耳目を引く存在となりました。

1963年に完成した「大阪神ビル」

みん きょんどく

う わ　のりこ さわだ　あきひろ


